
事業場における
治療と仕事の両立支援の取り組みには

さんぽセンターをご利用ください

埼玉労働局 労働基準部 健康安全課

 相談への対応

 事業場への訪問による制度導入支援

 事業主と労働者の間の個別の両立支援の調整
および両立支援プランの作成支援

 研修やセミナーの開催

産業保健総合支援センター（さんぽセンター）は、厚生労働省所管の独立行政法人労働者健康安全機構

が各都道府県に設置、運営しています。 事業場の「治療と仕事の両立支援」の取り組みに対して、各種

支援サービスを無料で提供しています。

「治療と仕事の両立支援」は、

令和8年4月1日から

努力義務になりました！

努力義務化にはどのように対応すればいい？

中小企業でも導入できる制度は？

個別の両立支援の進め方が分からない

さんぽセンターの活用が有効です

さんぽセンターでは、治療と仕事の両立支援の専門スタッフ（社労士、心理

職、保健師等）を配置し、各種支援を無料で提供しています。

埼玉さんぽセンター

電話：０４８-８２９-２６６１
申込先

治療と仕事の両立支援の取り組みについて・・・

埼玉さんぽセンター
ホームページはこちら



治療と就業の両立支援の趣旨

病気を抱える労働者の
治療と就業の両立支援
が努力義務になります︕

病気を抱える労働者の状況
がん等の病気を抱える労働者の中には、職場の理解や支

援体制が十分でなく、就業をあきらめてしまうケースが少
なくありません。
今後、高齢者の就労の増加等を背景に、どの職場でも、

病気を治療しながら仕事をする労働者は増えていきます。

治療と就業の両立支援とは
大切な人材が病気になっても、治療を受けながら安心し

て働き続けられるよう支援するため、本人からの相談に応
じ、適切に対応できる体制・環境を整備し、必要な就業上
の調整や配慮を行う取組です。

両立支援に取り組む意義
労働者の健康確保及び就業継続とともに、社員全体の安

心感やモチベーションの向上による人材の定着、生産性の
向上といった企業の成長につながります。

改正労働施策総合推進法（令和７年法律第63号）により、
令和８年４月１日から、職場における治療と就業の両立支援
の取組が、事業主の努力義務になります。
治療と就業の両立支援指針（令和８年厚生労働省告示第
28号）を踏まえ、社内の環境整備や必要な両立支援の措置
を講ずることが求められます。

イメージキャラクター
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両立支援ナビ 両立支援 コーディネーター
の養成

治療と就業の
両立支援指針


